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V128b 高萩 / 日立 32 m 電波望遠鏡の整備状況 (13)
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KDDI から譲渡された直径 32 メートルの衛星通信用アンテナ 2 台 (日立アンテナ、高萩アンテナ) を、VLBI、
単一鏡、2 素子干渉計の形態で、6.7 GHz (メタノールメーザー)、8.4 GHz (連続波)、22 GHz (水メーザー、連
続波等) の観測が可能な電波望遠鏡にすべく 2009 年より改造作業を行い、2013年より科学運用を開始した。
アンテナ建設後 20年を経過した事による不具合が見られつつあり、高萩アンテナでは、EL モータートラブル

(運用停止期間：2013年 11月–2014年 4月)、AZ モータートラブル (2014年 10月–11月) に引き続き、再度 EL
モータートラブル (2015年 4月–12月) が発生した。1回目のトラブルの際には、予備モーターと交換して運用を
再開するとともに、故障したモーターは製造業者により修理された。2回目のトラブルの際には、予備モーター
と交換して運用を再開するとともに、モーターを修理に出したが、製造業者より修理不可との回答が届いたため、
予備機が無い状態での運用を続ける事となった。その後 3回目のトラブルが発生し、長期の運用停止に陥った。
当該モーターの修理を請け負える業者を探したところ、茨城県日立市にある株式会社 茨城製作所より、修理可能
との回答があり、修理を依頼した。コイル製作、回転子ワニス処理、整流子交換、回転子バランス修正、固定子
清掃、軸受交換、カーボンブラシ交換等を経て、最大回転数にて正・逆両方向へそれぞれ 1 時間ずつ連続運転試
験を行い、動作に異常が無い事を確認した。2015年 12月に納品、高萩アンテナへ取付後、運用再開予定である。


